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 大学２年の後期授業で、物理実験学という必修科目を受講した。担当はＦ教授。必修科目なので、 

落とせば留年確定だったが、講義も実験も楽しかったし、この科目で留年した先輩がいるということも 

聞いたことがなかった。物理学科で同じサークルの川野君は、試験前に私の部屋に来て、一緒に勉強する 

ことが多かった。物理実験学の試験前も一緒に勉強して、試験本番も２人とも十分な手応えがあった。 

 当時、試験が終わっても、答案用紙は返却されなかった。学生係（事務室のような所）にある箱に、 

「優」・「良」・「可」が記された単位個人票が返却される。今では考えられないが、科目毎に輪ゴムで 

束ねられた単位個人票は、他人の単位個人票も見放題だった。採点が終わった科目から順に返却されて、 

学生は自分の単位個人票を持って帰るという仕組みだった。 

 ある日、物理実験学の単位個人票が返却された。川野君の成績は「優」（８０点以上）だった。私も自 

信があったので、絶対に「優」だと思いながら単位個人票を探した。が、私の単位個人票は無かった。 

「なんで？」と思ったが、自信があったので、全く心配しなかった。だから、「『わたりざき』は、学籍 

番号が最後だから、Ｆ教授はまだ採点してないのだろう。採点も時間がかかって大変ね。」と、勝手に思 

い込んでしまった。 

 次の日、学生係に確認に行ったが、私の単位個人票はまだ無かった。さらに次の日も無かった。しかも、 

物理実験学の単位個人票は残りわずかになっていた。自信はあったが、さすがに私も心配になってきた。 

 その日の夜、夢を見た。私は何かの実験をしているのだが、なかなか上手くいかずに困っている。すると、 

電源装置のコードが外れ、そのコードが金色に輝きはじめ、とぐろを巻いた蛇になり、「ぺろっ」と、舌を 

出して笑った。 

「やばい。これはきっと何かある。」と思った私は、翌日すぐに学生係に行った。物理実験学の単位個人 

票は、とうとう１枚も無かった。私は、学生係の職員の方に、「私の物理実験学の単位個人票が無いのです 

が？」と、聞いてみたが、「こちらではわからないので、Ｆ教授に直接聞いてみたらどうですか？」と言わ 

れた。「なるほど。」と思い、大急ぎでＦ教授の研究室へ向かった。以下、そのやり取りを記す。 

 私 ：「失礼します。２年の渡崎です。Ｆ教授いらっしゃいますか？」 

Ｆ教授：「は～い。いますよ、いますよ、いますとも。何の用？」 

 私 ：「失礼します。Ｆ先生、物理実験学の私の単位個人票が学生係に無いのですが。」 

Ｆ教授：「は～？単位個人票がない人は不可って意味よ。」 

 私 ：「え～！何かの間違いでしょ！」 

Ｆ教授：「間違えでしょって、君。不可は不可よ。」     

 私 ：「絶対何かの間違えです！ちゃんと調べてください！あの試験で６０点取れない訳がないです！」 

Ｆ教授：「君、言うね～。自信満々ね～。そこまで言うなら調べましょうか？」 

（Ｆ教授は、机の引き出しから記録簿みたいな物を取り出した。） 

Ｆ教授：「渡崎君ね。渡崎次郎君。え～と、４８点。君、ちゃんと勉強したの？４８点じゃ、話にならん 

     よ！不可！不可！不可！」 

 私 ：「４８点？そんな訳ないですよ！ちゃんと調べてください！」 

Ｆ教授：「君、しつこいね。今、調べたでしょ。４８点は不可です！」 

 私 ：「絶対おかしい！Ｆ先生、採点間違いじゃないですか？答案用紙を見てください！絶対おか 

     しいですよ！」 

Ｆ教授：「君、凄いね～。答案用紙はまだ捨ててないからあるけどさ。凄いね～。こんなこと言って 

     きた学生、今までいないよ。凄いね～。」 

 私 ：「Ｆ先生、留年なんですよ！これ落としたら留年なんです！困りますよ！」 

 F教授：「困りますよって、困っているのは私なんですけど。わかりました。答案用紙を見せましょう。 

     こっちにおいで。」 

（手招きされた私は、Ｆ教授の前に立った。答案用紙の束を取り出したＦ教授は、指をなめて、私の答案 

 用紙を探し出した。） 

校長 渡崎 次郎   



 

９月・10月の行事予定 

 豊玉高校ホームページは 

       こちらから 

 

 
 豊玉高校紹介動画は 

     こちらから 

Ｆ教授：「ほら、渡崎次郎君、４８点。」 

（見せられた答案用紙は、確かに私の物だった。確かに４８点だ。ん？確かに４８点だが、その答案用紙 

には△が１つあるだけで、×はない。あとは○だけ。あれ？と思った瞬間、Ｆ教授の指が私の答案用紙を 

１枚めくった。すると、そこに、なんと、採点されていない私のもう１枚の答案用紙が姿を現した。） 

Ｆ教授：「あ～！！！」 

 私 ：「あ～！！！」 

Ｆ教授：「ごめん！これは、私のミス。採点するからちょっと待って！」 

（赤のラッションペンで採点を始めたＦ教授。どんどん○が増えていく。） 

Ｆ教授：「渡崎次郎君！９８点！優！優！優！ごめん！ごめん！ごめん！」 

（と、言いながら、Ｆ教授は「ぺろっ」と、舌を出して笑った。） 

「これが夢のお告げか！」と思ったが、ちゃんと勉強していなかったら、ここまで粘れなかっただろう。 

それにしても、しっかりしてよ、Ｆ教授！    

生徒会役員退任式・任命式 

インターンシップ報告  

７月4日（火）、生徒会役員退任式・任命式が行わ

れました。旧生徒会を代表して波多野泰史さん、新生

徒会を代表して永留玲奈さんより挨拶がありました。

新生徒会役員は会長・永留玲奈さん、副会長・田中璃

海さん、波多江詩音さん、書記・永留椎華さん、会

計・一宮響さんです。新生徒会が柱となるこれからの

豊玉高校も、よろしくお願いいたします。 

9月1日 (金) 始業式 全校集会 容儀検査  

9月4日 (月) あいさつ運動(-9/5) 

9月5日 (火) 専門委員会（前期） 

9月8日 (金) 3年受験激励会 

9月9日 (土) 3年共通テスト模試 

9月13日 (水) 舟グロー・地域清掃 

9月15日 (金) 
ソフトテニス地区予選(-9/17)   

和多都美神社奉納行事 

9月16日 (土) 3年就職試験開始 

9月20日 (水) 人生の達人セミナー(郷土講話) 

9月26日 (火) 避難・心肺蘇生法訓練 

9月29日 (金) 後期役員任命式・中掃除・英検一次 

10月3日 (火) 容儀検査 

10月6日 (金) 専門委員会（後期） 

10月7日 (土) 3年記述模試・2年公務員模試 

10月17日 (火) 全校集会 中掃除 

10月20日 (金) ソフトテニス県新人戦(-10/23) 

10月26日 (木) 10/28分振替休日 

10月27日 (金) 設営・体育大会予行 

10月28日 (土) 文化祭予行 

10月29日 (日) 豊高祭 

10月30日 (月) 10/29分振替休日 

8月1日（火）～8月3日（木）の3日間、

２年生が対馬島内でインターンシップに参

加しました。社会人として働くことの大切

さを学ぶとともに、楽しさ、やりがいも感

じることができました。この体験をこれか

らの進路選択に生かしていきたいと思いま

す。生徒を受け入れてくださった官公庁の

皆さま、事業所の皆さま、ありがとうござ

いました。  


